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バングラデシュの農村金融の実態とマイクロクレジットの役割
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年に実施されたバングラデシュ統計局による全国金融調査によれば､農村金融に占める制度金7
8
9
1

融の割合は 3分の 1程度であった｡この割合はきわめて低い水準である 5
(藤田幸一､199､ 1p. )0
バングラデシュの特殊銀行である農業銀行 B ldangaes( hK )B kaniihrs ､ショナリ銀行など国営商業銀
8
行､政府機関､協同組合､N ､グラミン銀行をすべて合わせても､農村世帯の借入件数の2%､OG
借入金額の3%を占めているにすぎない｡残りはいわゆる貸金業者､友人 ･親戚から借入となってい6

)1

5

(る｡これらは非制度金融と呼ばれ､以下のような二つ取引形態を持っている : 
2
)を代償とする取引､ (農地用益権の移転を代償としない取引 (藤田幸一､199､ )3
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農地用益権の移転
0
本稿の目的は､まず筆者のボイラ村とカシャハル村で行った調査を通じてバングラデシュの農村の
非制度金融の実態を明らかにし､次に同調査を通じて明らかになった両村のマイクロクレジットの現
状を整理し､両村の比較を行った上で､バングラデシュの農村金融制度の実態とマイクロクレジット
の役割について述べることである｡ 
1.調査方法と目的 
3
(1) ボイラ村 :筆者は200
 anhamsu.(年 9月に､モハマド･アルマスル ･ラマン氏 MdAlma rR ･当
時専門学校学生で現在日本語学校学生)にアンケート調査を依頼し､アンケート調査用の回答用紙 
0(ベンガル語版)と調査方法の説明書を送った｡その後同年1

irnislna(
月に､アルマスル氏がモハマド･ヌ
i･当時大学院生)､モナリサ ･アフリン氏 Mo aAfルノビ氏 boNu.(Md rN
ケート調査表作成､調査した内容整理に協力)および現地学生の協力を得て､筆者が指定したボグ
ラ県ソナトラ･タナ(那)に属するボイラ村 (地図 1､地図 2参照)で調査を開始した｡まず､ボイ
ラ村の貧困者が多く住んでいる北ボイラ地区-行き､100戸の家を一戸ずつ訪問して口頭でアンケ-
･会社員でアン
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4
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トの内容を説明した上で､一つずつ質問しそしてそれを回答用紙に記入した｡このような方法をとっ
たのは､貧困者がほとんど読み書きができないからである｡回答用紙の記入は11月下旬に終了した｡
調査日的 :首都ダッカから約200km北西方向にあるボグラ県ソナトラ･タナ(那)(1)に属するボイラ村
はボグラ県の中を流れているコロトア河東の地域にあって､河の西の地域に比べて貧困層が多い｡こ
の地域の土地は低く､洪水のときに最も被害を受ける地域である｡ボイラ村はボグラ県の県庁から約 
35-40km東にある｡この村の人口は約3,000人で､約630世帯がある｡全世帯の約60%は貧困層であっ
て､この貧困層の約半分の世帯は最貧困層 (食糧品および衣類､居住､教育､医療サービスなどの非
食糧品といった基本的ニーズが満たされているかどうかを貧困ラインとして設定し､それを下回って
いる人は貧困層であり､さらに最貧困層は貧困層の中でも 1日2食をきちんと取れない人とした)で
あるため調査対象にした｡ 
(2)カシャハル村 :2006年 4月-5月に筆者が同じボグラ県シャリアカンデイ･タナ(那)(2)へ行き
貧困層が多く住んでいる村について調べ､カシャハル村 (地図 1､地図 2参照)を調査対象にした｡
その際には村民との信頼関係を築くのには時間がかかり調査を終了できず､2007年 4-5月に再調
査することにした｡この際もアルマスル氏､ヌルノビ氏とモハマド･アブサイド氏 (MDAuad･.bSi
大学生)の協力を得た｡まず､カシャハル村の貧困者が多く住んでいる地区チョルパラ-行き､102
戸の家を一戸ずつ訪問しボイラ村と同様口頭で調査の内容を説明した上で､一つずつ質問しそれを
回答用紙に記入した｡この村でも貧困者はほとんど読み書きできないためこのような方法をとった
のである｡
調査日的 :シャリアカンデイ･タナ(那)に属するカシャハル村はボイラ村の南にあり､ボグラ県の県
庁から約37km東にある｡この村の人口は2,361人で574世帯ある｡全世帯の70%以上は貧困層であり､
この貧困層の約半分以上の世帯は最貧困である｡またシャリアカンデイ郡はバンガリ河とバングラデ
シュの三大大河の一つであるジャムナ河の間にあり､ちょっとした洪水だけでも被害を受けるバング
ラデシュの中で最も貧困層が多い地域である｡カシャハル村はシャリアカンデイ役場より10km東に
あり､ジャムナ河に最も近い位置にある｡ 
′l ボグラ県統計局 (2003年12月)によるとポグラ県の人口は310万5,800人であって､ソナトラ･タナ(那)の人口は 
16万7,840人である｡ 
1- シャリアカンデイ･タナ(那)の人口は24万83人である (2006年 1月)0 
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2.二つの村の調査にもとづく非制度金融の役割 
2-1 非制度金融の取引実態
非制度金融は以下のような二つ取引形態を持っている :(1)農地用益権の移転を代償とする取引､ 
(2)農地用益権の移転を代償としない取引｡ 
(1) 農地用益権の移転を代価とする取引 :これは､貸付とともに借り手から貸し手に農地が引き渡
され､その用益権が貸し手のものになる取引である｡この借入は貸付金の返済が行われるタイプ
である｡貸付元金が返済されるまで､農地用益権は債権者が継続して保持することとなる｡この
タイプの特徴は､貸付金の利息が農地用益権の行使によって相殺されることである｡バングラデ
シュにおいてこの借り入れが圧倒的に多く､地元の言葉でコットコボラ(Cotcobla)､カイカラシ 
(Kaikalashi)､またはより一般的にボンドク(Bondak)と呼ばれる｡このような取引では､一定
の金額を借り入れたら､それを一定の期間に返済しなければならない｡その金額と期間は貸し手
と借り手の交渉によって決められる (この取引は力関係であって､貸し手側によって決められる
ことが圧倒的に多い)｡借り手側が元金返済不能に陥った場合､債権者が農地の所有権をそのま
ま取得することが多く､債務者が農地を売却し､その売却代金の一部を返済に当てることもある｡ 
(2) 農地用益権の移転を代価としない取引 :この貸付は一般的に貸付期間が数カ月の短期であって､
担保は要求されない｡この取引には 2つのタイプがある｡(a)貸付金と利息の返済が籾によって支
払われ､借入金に対して元金と利息は収穫の時に一定量の籾によって支払われる､(b)貸付金と利
息の返済が現金によって行われるタイプでは､貸付を現金で行い､元金と利息の支払いは現金で
行われる｡このような取引は貸金業者によって行い元金の返済はあまり要求されないが､まず利
息だけ取り立てる｡元金と利息が返済不能に陥った場合には財産 (農地/衣)を売却し (この場
合､貸金業者が低価格で買収することが圧倒的に多い)､その売却代金の一部を返済に当てるか､
財産を貸金業者に明け渡すことになる｡ 
2-2 二つの村の取引実態

ボイラ村の場合
 
(1) 農地用益権の移転を代価とする取引 :1エーカーの農地用益権を取得するために必要な貸付金
は､農地の収穫量に応じて多少の幅がある｡ボイラ村のコットコボラでは､短期の場合は10,000 
-15,000タカであるが､長期の場合20.000-25,000タカまで借りることができる｡これにより短
期金融制度の利子率を計算すると41%～61%であるが､長期金融制度の利子率は25%～31%とな
る(3)0 
31短期 (1年間)であれば天候により米の収穫量が大きく変わるリスクがあるが､長期 (2年以上)であればその
リスクが平均化される｡ 
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表 2-1 ボイラ村における農地用益権を担保とした利子率 (2003年11月) 
(単位 :マウンド/エーカー､タカ/マウンド､タカ/エーカー)
アマン米 ⅠRRⅠ米 バランス 借入額 利子率%)収量 価格 費用 収量 価格 費用 (
コットコボラ短期) 3 50 3,00 4 30 400 ,2 1 0 41
( 6 2 1 0 8 0 1,0 610 5,00

注 1)ボイラ村では､アマン米は収量36マウンド/エーカー､価格520タカ/マウンドと､ IRRI米は､収
量48マウンド/エーカー､価格300タカ/マウンドである｡
注 2) 1マウンド (Mound)-37.324Kg (BB.2001-2002年)
注 3)アマン米 (バングラデシュ在来種の細長い米で､12月に収穫) 
(出所)アンケート調査により筆者作成｡ 
(2) 農地用益権の移転を代価としない取引:この貸付は一般的に貸付期間が数カ月の短期であって､
担保は要求されない｡この取引は､(a)貸付金と利息の返済が籾によって行われるタイプでは､1,000
タカの貸付元金につき7マウンド(2003年の価格で高収量品種IRRI米は､300タカ/マウンド)の
籾が元金と利息として支払われ､利子率は年利にして110%になる､(b)貸付金と利息の返済が現
金によって行われるタイプでは､貸付を現金で行い､元金と利息の支払いは現金で行われる｡ボ
イラ村では､月利20%であって年利として計算すると240%になる(複利計算ではあるが､毎月に
返済ができれば元金にだけ利息がかかり､返済が遅れると元金十利息-新元金に利息がかかる)0
このような非制度金融による取引は､高金利 (25-240%)であって最終的にすべて(農地､家)
失われることが多いのだが､制度金融による貸付が少ないためやむを得ず借りることになる｡
カシャハル村の場合 
(1) 農地用益権の移転を代価とする取引 :カシャハル村の場合､一つの農地では年 2-4回栽培す
ることになるが､一般的に 3回アマン米､IRRI米とジュートを栽培することが多い｡アマン米を
生産するのにかかる費用は7,440タカ､IRRI米にかかる費用は16,680タカであり､ジュートにか
かる費用は9,100タカであるから､ 1年にかかる費用は合計33,220タカになり (表 2-2)､収穫
した農産物から得た金額から差し引いて計算すると利子率は20-21%になる (表 2-3)｡カイ
カラシでは､ 1エーカーに対して150,000タカを借りることができる｡ 
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表 2-2 カシャハル村における 1年間の農業生産にかかる費用 (2007年 5月) 
(単位 :タカ/エーカー)
種 子 港蔽費 農 薬 化学肥料 コンバイン費 労働費 合計費
アマン米 - - 360 2,580 2,100 2,400 7,440 
ⅠRRⅠ米 - 6,000 600 3,480 2,100 4,500 16,680
ジュート 100 - - 900 900 7,200 9,100
注 1) IRRI米の港概費用は収穫の 4分の 1を籾によって支払われる｡
注 2)アマン米とIRRI米の種子は自分達で作る｡
注 3)化学肥料の価格 :ポタス 1kg-16タカ､フォスフェト1kg-20タカ､ユリア 1kg-6タカ｡
注 4)必要な肥料 :アマン米の場合､ポタス30kg/エーカー､フォスフェト60kg､ユリア150kg｡ IRRl
米の場合､ポタス30kg/エーカー､フォスフェト60kg､ユリア300kg｡ジュートの場合､ユリア150kg｡ 
(出所)現地調査により筆者作成｡
表 2-3 カシャハル村における農地用益権 を担保とした利子率 (2007年 5月) 
(単位 :マウンド/エーカー､タカ/マウンド､タカ/エーカー)
アマン米 ⅠRRⅠ米 ジュート 利息 ラヾンス 借入額 利子率(%)収量 価格 費用 収量 価格 費用 収量 価格 費用
カイカラシ(短期) 48 400 7,440 60 400 16,680 30 700 9,100 30,980 150,000 21
注 1)カシャハル村では､アマン米は収量48マウンド/エーカー､価格400タカ/マウンド､ IRRI米は､
収量60マウンド/エーカー､価格400タカ/マウンド､ジュートは､収量30マウンド/エーカー､
価格700タカ/マウンドである｡
注 2)チュカニ (5年長期)の場合､150,000タカ返済の際に1,500タカを差し引き､これを利息として計
算｡
注 3) 2村のアマン米の価格差は品質の違いによる｡ 
(出所)アンケート調査により筆者作成｡ 
(2) 農地用益権の移転を代価 としない取引 :カシャハル村ではこのような取引は見られなかった｡
まとめ :ボイラ村の村民は商業活動と人力車漕ぎを中心に行ったり､農業活動とともに副業として商
業活動 と人力車漕ぎも行っている｡一方､カシャハル村の場合は商業活動はほとんどみられず､村民
のほとんどは農業活動と農産物の取引を行っている｡ 
3.制度金融としてマイクロクレジッ トの役割
バングラデシュの政府が 1987年に行った農村信用調査のデータによると､農業銀行､ショナリ銀行
といった制度金融機関は､富裕層になるほど利用率が高 くなり､反対に貸金業者といった非制度金融
に頼る割合は貧困層ほど大きくなっている｡ 1987年の利用状況を平均でみてみると､制度金融を利用 
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している貧困層は全体の3%である｡199年に実施された家計調査のデータによると､貧困層と富裕
層は､両方とも貸金業者､親戚以外の知人など非制度金融からの借入が6%以上を占めており､この
点に変わりないが､貧困層では貸金業者からの借入が4%以上に達している( 0)4
0
0
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以上の結果をみると制度金融としてのマイクロクレジットが伸びたのは､この制度が貧困緩和に
役割を果たし､そして借入側と貸出側双方にとっても取引が Lやすかったからであるように思われる｡
(
4
 )7.
-
09
9
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0
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2

はグラミン銀行から融資を受けた1人とTMSから受けた 4人である｡これは回答者の2%以上にあ
回答した人の約5%)である｡
1その対象にならなかったということである｡貧困層に対する制度金融が始まったのは､ 年にグラ
ミン銀行が活動を始めてからであった｡ボイラ村では制度金融による貸付を受ける前には､アンケー
8 8トに回答した 人のすべてが貧困層であった｡この 人のうちで現在自分が貧しくはないと答えたの
S
4 4% (表 3たる数である.融資の面でグラミン銀行から融資を受けている者は 人で､全体の
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また､貧困層へ無担保で貸出しているにもかかわらず返済率は約9 %であり､グラミン銀行の累積
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についてみてみよう｡ 
から借りることによって彼らの生活は良くなるどころか､悪くなったと言う人もいる｡彼らによると､
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村民の話では､199年以前にはボイラ村では､貸金業者いわゆる非制度による金融がほとんどを占
めていたことが､アンケート調査によって分かった｡また､制度金融が多少あったものの､貧困層は
0
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3-2 二つの村のマイクロクレジットの状況
ボイラ村のマイクロクレジットの現状
ボイラ村における借入先別構成 
グラミン銀行 
貸金業者 
注 1) BRACの職月とメンバーからは協力を得られなかった｡
注 2)メンバー数の総計は100名なので､構成比率と人数は-敦している. 
(出所)アンケート調査により筆者作成｡
次に 
2週間の間隔であったほうがより効果的である｡ここでは必要に応じてあるいは事業に応
8
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人しかおらず､ po kに対する不満を高めている｡対照的に TMSSから借入れた村民は11 rshiaに比べ
て約半数であるが､そのうちの 4人が貧困線 (9)を乗り越え､ 7人は以前より生活が良くなったという｡
一人当たりの平均貸出額はグラミン銀行では7,375タカであって､TMSSでは5,091タカ､そして 
prsia ,7タカである｡グラミン銀行がT とpohkを上回っている｡また一人当たりのohkでは448 MSS rsia
平均収入 (月収)からみると､グラミン銀行のメンバーの収入は2,143タカ､Proshikaは770タカ､貸
金業者から融資を受けている人は775タカといずれも低収入であるが､TMSSのメンバーの収入は 
7,727タカで高収入である｡
ボイラ村ではprsia 2ohkに対して評価が低いが､アンケートに回答した8人のうちグラミン銀行の
全員とTMSSの11人合計51人 (60%以上である)はそれぞれの機関について高い評価をしている｡こ
の村ではマイクロクレジットが貧困緩和に大きな役割を果たしたと借 り手によって感じられている｡
カシャハル村のマイクロクレジットの現状
シャリアカンデイ･タナ(那) 0 MSS rsia RC U ､AS､では､199年からグラミン銀行､T ､Pohk､BA､GK A
YMCA､GBS等のNGO機関によるマイクロクレジット融資が開始されたが､カシャハル村ではグラミ
ン銀行､TMSS､BRAC､GUKだけが融資活動を行っている｡ またカシャハル村が属するカマルプール ･
ユニオンにはマイクロクレジット機関の支店がなく､隣のクテユブプール ･ユニオンが融資活動をカ
バーし､カシャハル村のチョルパラにはセンターも置かれていない｡これはカシャハル村でメンバー
数が少ないためであると考えられる｡
表 3-2 カシャハル村における借入先別構成 (2007年 5月) 
(単位 :タカ ( )内女性)
借 入 先 メンバー人数 (%) 貸 出 金 金額シェア (%) 一人当たり貸出金額

グラミン銀行 18(33.3) 128,250 30.8 7,125
 
TMSS 18(333) 120,000 288 6,667 
(6
.
) (12,000) (2 ) (2,000)
 
GUK 9(16.7) 90,000 21.6 10 ,000
 
.9
.
BRAC 9(16.7) 78,000 18.8 8,667

一般農業 48 - - -
合計 102 (6) 416,250 100(2.9) 7,708

注 1)現地調査の対象にした102人のうち54人はマイクロクレジットを受け､これは調査 した人数の53%

にあたる｡一般に農業は､自分の農地で､または農地を借 りて農業活動を行っている｡
 
(出所)現地調査により筆者作成｡
 
r9 両をしのげる屋根のある家を持ち､家族全員が毎日3回食事をし､そして子供は学校へ通うことができる世帯は､
貧困線を乗り越えている､と筆者は考える｡ ボイラ村とカシャハル村では､このような世帯の構成人数は 4人以
内であって､月収は5,000タカ以上である｡ 
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グラミン銀行は5,000-17,750タカまで融資し､平均で7,125タカの融資を行っている｡グラミン銀
行から融資を受けるメンバーの人数はマイクロクレジット融資を受けている村民の33.3%に当たり､
金額でみると村全体のマイクロクレジット融資額の30.8%がグラミン銀行からの融資となっている｡ 
TMSSは2,000-10,000タカまで融資し､平均で6,667タカの融資を行っている｡ メンバーの割合はグ
ラミン銀行と同様33.3%であり､融資額の比重は28.8%である｡GUKの場合8,000-12,000タカまで
融資し､平均で10,000タカの融資である｡メンバーの割合は16.7%であり､融資額の比重は21.6%と
なっている｡またBRACでは､8,000-10,000タカまで融資し､平均で8,667タカを融資している｡メ
ンバーの割合は16.7%であり､融資額の比重は18.8%となっている｡
メンバーのほとんどが農業活動を行い､そして農産物 (特に籾もの取引)の取引を行っている｡農
業活動の場合､投資を回収できるのは 3-4ケ月であり､農産物の取引の場合にも 1-4ケ月がかか
る｡よって毎週返済するのは困難であり､返済するには他のマイクロクレジット機関か知人､友人か
ら借りることになり､マイクロクレジットによる恩恵を受けているという実感があまりなく､マイク
ロクレジットに対して評価が低いのである｡彼らによると返済は早くても 1ケ月後､できれば 3-4ケ
月後あった方が良いのである｡
また､ 4つの機関から借 りているのは 2人で､それぞれ合計35,000タカと33,000タカ､ 2つの機関
から融資を受けているのは 3人で､ 1人は合計26,750タカ､ 2人はそれぞれ13,000タカである｡この
ような傾向が高まると､返済不能に陥る可能性が高い｡ 
3-3 まとめと評価
ボイラ村とカシャハル村は貧困層の多い地域であるが､両村の職業形態は違っているため､同じ返
済方法では前者の場合効果的であっても､後者の場合あまり効果的ではないことが現地調査によって
分かった｡ボイラ村の場合､村民の多くは商業活動と人力車漕ぎ等を行い､また農業と副業として商
業活動と人力車漕ぎも行っているため毎日現金収入があり､毎週の返済あるいは 2週に一回の返済が
可能である｡一方､カシャハル村の場合､村民のほとんどは農業活動を行い､そして農業活動と同時
に農産物の取引も行っているため､毎週の返済は困難である｡彼らの場合､ 1-4ケ月後の返済のほ
うが効果的であると考えられる｡したがって､新たな制度を作 り､マイクロクレジット機関の職員の
監視下で返済期間を長期化にする必要がある｡
おわりに
グラミン銀行の貸付額は､1987年に累計額では22億8,000万タカしかなかったが､1997年には累計
額で981億7,100万タカ､そして2003年 9月までに累計額で約1,860億タカ (約3,720億円)近くの融資
を行った｡それによってバングラデシュの約50%の村をカバーし､約295万の人々に融資を行った｡
これはグラミン銀行がターゲットとする世帯の約25%にあたる数である｡そしてグラミン銀行が融資 
(57) 136 
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を行った人々の 3分の 1が貧困線を乗り越え､さらに 3分の 1の人々が乗り越えられそうなところま
でにきているといわれている｡
今回の調査で新たに判明したことは､以下の 3点である｡ 
(1) ボイラ村では借 り入れ側によると､資金の自己管理の能力がないために返済は毎週あるいは 2週
間に 1回したほうがより効果的であるが､カシャハル村の場合､ほとんどの人が農業活動あるいは
農業活動と同時に農産物の取引を行っているため毎週の返済は困難である｡ 
(2) 全国では､グラミン銀行から借 りているメンバーの 95･2%は女性であって､ボイラ村の 40人のす
べてが女性であるが､ボイラ村では､ 59%の女性メンバーの借入金は家の男性によって運用されて
いるoよって､男性が間接的に融資を受けていることになる｡これは､女性を通じて融資したほう
がより効果的であって､返済率も高いためである0-万でカシャハル村では､女性のメンバーで貸
付を受けているのは 6人であって､これは全メンバーの 11%にすぎない｡金額でみると 2.9%となっ
ているoこの村では農業中心に活動を行い､女性が仕事をできる環境が整っていないと考えられる｡ 
(3) ボイラ村では 2つの機関から融資を受けているのが 2人であったが､カシャハル村の場合 4つの
機関から融資を受けているのが 2人､ 2つの機関から融資を受けているのが 3人であった｡前者の
場合は借入れ金額不足であり､後者の場合も借入れ金額不足であるが､ 4つの機関から融資を受け
ている 2人の場合借入金額が過剰であり､毎週に返済ができないため､返済のためにも借入れも行っ
ている｡
今回の調査はボグラ県ソナトラ ･タナ(那)にあるボイラ村とシャリアカンデイ･タナ(那)にある
カシャハル村という 2つの村を取り上げ､約 100人と 102人を対象して行ったものにすぎない｡明らか
にできなかった間麓が多々残されていることは確かであるoまたボイラ村とカシャハル村の状況がす
べての村にあてはまるかどうかはまだ明らかではないo今後､事例調査を重ねる中でさらに分析を進
めていきたい｡ 
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